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鋳型の分類

①粘結剤の材料による分類

②硬化方法による分類



鋳型の分類

高強度

高生産性

珪酸ソーダ
(水ガラス)

フラン樹脂
フェノール樹脂
ウレタン樹脂
など

粘土、水粘土型(生型)

無機型

有機型

熱分解ガス
が出ない

①粘結剤の材料による分類

特徴材質



鋳型の分類

②硬化方法による分類

熱硬化型加熱

ガス硬化型

自硬化型

触媒添加

液体

気体(ガス)



鋳型の分類*

*財団法人素形材センター「鋳型の生産技術」第2版 (2002) p4より抜粋,一部改変

LINOCURE

粘結剤の材料 硬化方法 システム名称



アルキッドウレタン自硬性バインダー

• LINOCURE(リノキュア)

• パートA (樹脂) ： アルキッド樹脂

• パートB (触媒) ： 金属石鹸

• パートC (樹脂) ： イソシアネート樹脂

パートA パートB パートC パートA + パートB(10% / BOR) 



Linocureの特徴

・良好な鋳肌

・高い離型性

・可撓性



物性値

＊参考値

Linocure パートA 1400 0.95 - 0.98 液体 黄色 微アマニ油臭

Linocure パートB 11 0.92 液体 青紫色 アルコール臭

Linocure パートB200 7 0.92 液体 褐色 アミン臭

Linocure パートC 200 1.23 - 1.24 液体 褐色 微石油臭

粘度

[mPa・s/25℃]
製品名

比重

[d
25

/4℃]
形状 色 臭い



→曲げたわめる (変形、しならせる)ことが可能であること。
そのため、抜型時にある程度、鋳型の形を変えることが可能。
他のシステムでは、曲げることはできない(折れてしまう)。

可撓性

LINOCURE



可撓性(PEPSET)

抜型直後 抜型5分後



可撓性(Linocure)

抜型直後 抜型5分後

抜型25分後抜型20分後抜型15分後

抜型10分後

＊触媒量により、可撓性は変わってきます。



使用方法

①パートAに触媒(パートB)を添加し、よくかき混ぜる
②砂に上記バインダーを添加し、混練する(1分間)。
③上記にパートCを添加し、混練する(1分間) 。
④型に上記混練砂を詰め、造型する。

①攪拌後 ②混練後 ④造型後



曲げ強度(PEP SET比較)
【試験片の作製条件】
造型環境(温湿度) ：20℃/ 55%RH(恒温恒湿室)

混練ミキサー ：株式会社ダルトン社製ミキサー(型式5DM-L-03-r)

混練条件 ：107rpm, 60秒
試験片 ：14*14*210［mm], 手込め造型, 木型
抜型時間 ： 30min(PEP SET), 60min(Linocure)

砂 ：フリマントル

【測定条件】
測定機器 ：(株)オリエンテック社製テンシロンRTC-1250A

支点間距離： 50[mm]

表1　バインダー条件

ｗｔ% / BOS wt% / BOR wt% / BOS

(対砂重量比) (対レジン重量比) (対砂重量比) 全量(対砂重量比)

1 Linocure A 2.0 Linocure B 10.0 Linocure C 0.2 2.6000

表2　バインダー条件

ｗｔ% / BOS wt% / BOR wt% / BOS

(対砂重量比) (対レジン重量比) (対砂重量比) 全量(対砂重量比)

2 R1600 1.0 K 0.88 M 1.0 2.0088

アルキッド樹脂 + 硬化剤 イソシアネート樹脂

フェノール樹脂 + 硬化剤 イソシアネート樹脂

TOTAL wt% / BOS

TOTAL wt% / BOS
No.

パートR パートMパートK

No.
パートA パートB パートC



曲げ強度(立上り特性)

0.5h 1h 1h30min 2h 3h 4h 5h 24h

Linocure - 0.26 1.14 2.76 4.67 5.32 5.32 6.34

PEPSET 0.64 1.95 3.49 4.22 5.80 6.70 7.27 9.80



曲げ強度(可使時間)

可使時間(Linocure)

0分 4分 8分 10分 12分 20分 30分

Mpa 6.34 6.39 5.54 4.77

% / 24h強度 100 101 87 75

可使時間(PEP SET)

0分 4分 8分 10分 12分 20分 30分

Mpa 9.80 9.53 8.67 7.50

% / 24h強度 100 97 88 76



複雑形状のもの

用途

*イメージ写真として、Web上より転載



適用法令

消防法 労働安全衛生法

危険物 有機溶剤中毒予防規則

Linocure パートA 第4類第2石油類 第3種有機溶剤 -

Linocure パートATN 第4類第2石油類 第3種有機溶剤 -

Linocure パートB 第4類第2石油類 第3種有機溶剤 第1種指定化学物質

Linocure パートB200 第4類第2石油類 第3種有機溶剤 第1種指定化学物質

Linocure パートC 第4類第4石油類 - 第1種指定化学物質

製品名 化管法(PRTR法)



包装荷姿


